
入　札　説　明　書 

 

本説明書は令和８年１０月１日入札告示を行った下記の工事の総合評価に関する補足的事項を

記載したものである。 

 

令和８年１０月１日 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１　入札に付する事項 

 

２　総合評価の方法及びイメージ図 

（１）総合評価による入札参加者の順位付け 

入札参加者それぞれに標準点（１００点）を与え、それに評価項目ごとの加算点を加え、合

計を「技術評価点」とする。 

総合評価は「技術評価点」を当該入札参加者の入札価格で除した値（評価値）の大小をもっ

て行う。 

 

 

 

 
工 事 名 小俣賀地区ほ場整備工事(以下「本件工事」という。)

 
施工場所 益田市　左ヶ山町　地内

 
予定工期 契約日の翌日から令和９年３月３１日

 

工事概要

整地工　　　　　　　Ａ＝２．５ｈa 

用水路工　　　　　　Ｌ＝４３７ｍ 

排水路工　　　　　　Ｌ＝３３９ｍ 

暗渠排水工　　　　　Ｌ＝２９６６ｍ 

路体盛土工　　　　　Ｖ＝８４６ｍ３

技術評価点＝標準点（１００点）＋加算点 

評価値　　＝技術評価点÷入札価格



（２）総合評価のイメージ（一般的事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）落札者の決定条件 

本工事は、特別簡易型総合評価方式の除算方式（加算点：総計２０点）により実施するもの

とし、次の要件に該当する入札者のうち、評価項目ごとの加算点を加えた技術評価点（標準点

１００点＋加算点）を当該入札者の入札価格で除した値（評価値）の最も高い者を落札者とす

る。 

ただし、評価値の最も高いものが２者以上あるときはくじによる。 

①　入札価格が予定価格の範囲内であること。 

②　益田市建設工事低入札調査取扱規程（平成２０年益田市訓令第５号）において失格でな

いこと。 

 

３　評価項目及び加算点の配点 

（１）企業の評価 

①企業の工事成績評定点 

過去２年間（令和６年度から令和７年度まで）に完成した益田市発注の公共工事で、

工事種別が「土木一式工事」における工事成績評定点の平均点を評価する。 

Ø 対象となる工事成績が２件以上の場合、第１表により加算点を算定する。 

Ø 対象となる工事成績が１件又は無い場合、第２表により加算点を算定する。 

標準点 
（１００点）

加
算
点

技術評価点 
（標準点＋加算点）

入札価格
予定価格

基準評価値

技術評価点の最高限度

低入札 
調査基準価格

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

各社の評価値＝ 
技術評価点／入札価格 
評価値の大小（すなわち直線
の傾き）で順位をつける

Ａ社はＢ社より入札価格は高い
が技術評価点が高いことにより、
価格のハンディを技術力で逆転 
　→　Ａ社が落札 
ただし、Ｄ社が低入札価格調査
において適切とされた場合はＤ
社が落札

Ｃ社は失格

総合評価方式のイメージ



第１表 

 

第２表 

 

②企業の同種工事の施工実績 

過去１０年間（平成２８年度から令和７年度まで）に完成し益田市及び島根県又は

中国四国農政局発注の公共工事において、元請又は共同企業体（経常ＪＶを除く）の

構成員（ただし出資比率２０％以上）として施工した、農業農村整備事業における区

画整理工事（ほ場整備工事）の施工実績を評価する。 

Ø 施工実績が２回以上あるものは２点 

Ø 施工実績が１回あるものは１点 

Ø 施工実績がないものは０点 

ただし、工事成績評定点が６５点未満のものは実績として認めない。 

 

③企業の優良工事表彰 

過去５年間（令和３年度から令和７年度まで）に益田市、島根県、中国地方整備局

又は中国四国農政局発注の公共工事において、企業として受けた優良工事表彰を評価

する。 

Ø 表彰が３回以上あるものは２点 

Ø 表彰が１～２回のものは１点 

Ø 表彰がないものは０点 

 

（２）技術者の評価 

①配置予定技術者の施工経験 

過去５年間（令和３年度から令和７年度まで）に完成した益田市、島根県又は中国

四国農政局発注の公共工事において、主任（監理）技術者又は現場代理人として担当

した、農業農村整備事業における区画整理工事（ほ場整備工事）の施工経験を評価す

る。 

ただし、工事成績評定点が６５点未満の場合のものは実績として認めない。 

Ø 施工経験が２回以上あるものは２点 

 評定点の 
平均点

80 点以上
79 点以上 
80 点未満

78 点以上 
79 点未満

77 点以上 
78 点未満

76 点以上 
77 点未満

 加算点 ５点 ４．５点 ４点 ３．５点 ３点

 評定点の 
平均点

75 点以上 
76 点未満

74 点以上 
75 点未満

73 点以上 
74 点未満

70 点以上 
73 点未満

70 点未満

 加算点 ２．５点 ２点 １．５点 １点 ０点

 評定点 80 点以上 79 点 78 点 77 点 76 点

 加算点 ４．５点 ４点 ３．５点 ３点 ２．５点

 
評定点 75 点 74 点

70 点以上 
74 点未満

70 点未満 実績なし

 加算点 ２点 １．５点 １点 ０点 ０点



Ø 施工経験が１回あるものは１点 

Ø 施工経験がないものは０点 

 

②配置予定技術者の優秀建設技術者表彰 

過去５年間（令和３年度から令和７年度まで）に益田市、島根県、中国地方整備局

又は中国四国農政局発注の公共工事において、主任（監理）技術者又は現場代理人と

して受けた優良工事表彰を評価する。 

Ø 技術者表彰が２回以上あるものは２点 

Ø 技術者表彰が１回のものは１点 

Ø 技術者表彰がないものは０点 

 

（３）地域貢献 

①災害復旧工事 

過去５年間（令和３年度から令和７年度まで）に益田市が発注した災害復旧工事(

林地崩壊防止工事を含む)の実績を評価する。 

Ø 受注実績が３件以上あるものは３点 

Ø 受注実績が２件あるものは２点 

Ø 受注実績が１件あるものは１点 

Ø 受注実績がないものは０点 

 

②労働福祉関連の状況 

入札告示日の前日までに、企業として、次のア～ウに掲げる制度等の有無及び実態

を評価する。 

ア　障がい者雇用実態：下記のいずれかの実態がある場合 

　・法定雇用率を適用される者・・・法定雇用率を超える雇用 

　・法定雇用率を適用されない者・・・１人以上の雇用 

イ　育児・介護休業に関する制度：下記のいずれかの取組みがある場合 

　・育児・介護休業法（育児休業・介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福

祉に関する法律）で定める制度を超える内容を含む制度を規定していること 

　・こっころカンパニー（しまね子育て応援企業）、ますだ子育て応援宣言企業に

ついて、認定されていること 

ウ　健康づくりへの取組みがある場合 

　・健康経営優良法人について、認定されていること 

Ø 上記すべてに該当するものは２点 

Ø 上記のうち１つまたは２つに該当するものは１点 

Ø いずれの項目も実施していないものは０点 

 

③消防団協力事業所 

　消防団協力事業所としての認定状況を評価する。 

Ø 入札告示日前日において、認定を受けているものは１点 



Ø 認定を受けていないものは０点 

 

④若手・中堅技術者の配置 

入札公告日前日時点で満４０歳未満の技術者を当該工事の主任技術者または監理技

術者として配置する場合に評価する。 

Ø 配置する場合は１点 

Ø 配置しない場合は０点 

ただし、主任技術者または監理技術者として複数の候補者を申請する場合には、全

ての候補者が入札告示日前日時点で４０歳未満であること。 

 

（４）減点 

①低入札工事の工事成績が良好でない場合の減点 

益田市が発注した公共工事で、令和５年度に完成した低入札工事の工事成績評定点が７

３点未満であれば、下記の算定式により減点を行う。 

Ø ７０点のものは－５点 

Ø ７３点のものは０点 

Ø 中間の者は按分で点数を算出 

【減点＝５点×（７３点－低入札工事の点数）÷（７３－７０）】 

 

（５）評価項目表 

点数は小数第１位まで。小数第２位を四捨五入する。 

 

３．加算点の計算方法 

入札参加者それぞれに標準点（１００点）に評価項目ごとの加算点を加え、合計を

「技術評価点」とする。 

総合評価は「技術評価点」を当該入札者の入札価格で除した値（評価値）の大小を持

って行なう。 

 

 評価項目 配分点 加算点

 
１ 企業の評価 

【９点】

①工事成績 ５ ５～０

 ②同種工事の施工実績 ２ ２ １ ０

 ③優良工事表彰 ２ ２ １ ０

 ２ 技術者の評価 
【４点】

①同種工事の施工経験 ２ ２ １ ０

 ②優良工事表彰 ２ ２ １ ０

 

３ 地域貢献 
【７点】

①災害復旧工事の受注実績 ３ ３ ２ １ ０

 ②労働福祉関連の状況 ２ ２ １ ０

 ③消防団協力事業所 １ １ ０

 ④若手・中堅技術者の配置 １ １ ０

 合　計 ２０点

 ４ 減　点 ① 入札工事の工事成績の減点 －５ －５～０



 

 

 
技術評価点＝標準点（１００点）＋評価項目毎の加算点 

評　価　値＝技術評価点÷入札価格


